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になります この場合,部分積分を 1回 すると,
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このように,部分積分を繰 り返すと,同 じ形が再

び戻って くる場合があります このままではいつ

までたっても終わ りませんね じゃあ,ど うする

のか ?
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この問題には次のような面白い別解 (裏 ワザ)が

あるので紹介します。
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不定積分の計算は,置換積分と部分積分をマスターし,不定積分計算のコツ (「次数を下げるJと 「積の

形を解消する」)を 考えればたいてい何とかなるんですが,それでも,ヤバイ場合があります
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珍注 この裏ワザのすごいところは,
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α″が同時に求

められるということです それぞれを別々に部分積

分から求めるのはとても時間がかかるので,テス ト

本番でもどんどん使ってかまいません
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用いられるということは,以前にも紹介しました

そのときは,テ キトーにわけて何とかなりました

が,そ うも言っていられない場合があります
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例 題 2.
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考え方 この問題の (1)は部分分数の分け方を教

えてくれています 丁寧ですねえ とりあえず指示

に従ってやってみましよう
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″についての恒等式とみて係数を比較すると,

α+ι =0, 2α +う +0=3, α=2
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なぜこのように分解できるのか,と いう疑間は残

りますが,何とかできました この勢いで他の問題

をやろうと思うと,ハ タと手が止まります. どうい

うふうに部分分数に分けるのかわからない !

例 題 3

(1)

(3)

(5)

1

″(″
2_1)

1

″(″
2+1)

3″ +2
.(″ +1)3

(2) 
為

(4) 五「「:子言:ラIT「z

7Jたび ～

考え方 ぃずれも次のように部分分数分解できま

す 分母の形に注目して分解の方法をイメージして

ください.

(1)分母が (1次式)× (1次式)× (1次式)
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(2)分母が (1次式)2× (1次式)の場合
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分母を因数分解すると

(分母)=(″ +1)(″ -1)(″ +2)(″ -2)

なので,一般的に分母が4つの1次式の積の場合

C⇒ =ァ幸可
+ム 十ァ辛っ

十
万三っ

のように分解するしかないのですが,今回の場合 ,
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として,ま ずはα,う を決定した後で,フ毛可
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″メ生 4を
も う一一度 それ ぞ れ 音β分 分 数 に展 開 す れ ば

よいのです このほうが計算が圧倒的に楽になり

ます

の恒等式とみて係数比較すればα,ι,cな どが決定

し,部分分数分解が完成します あとは,通常の不

定積分なので解答は省略します

●注 上の 考え方 を見て,「 なんで,こ んな風に

分けるねん ??」 って思った人が多いと思います

確かに不思議な分解方法です。なんとなく分け方の

雰囲気はわかりますが,なぜこのように分解できる

のでしようか

それには,と ても深い理由があるのです 「多項

式版の整数問題」とでも言いましようか,ち ょっと

難 しい 知 りたい人は個人的に聞きに来て くださ

い なお,入試で|す 必ず分解の仕方の誘導があるの

で安心してください

l  iに
つ い て ,例題 関数 /(″)=″ 3(″ _1)

答えよ

盗『ワセサ;=コ二十ヨ2+望ユ+凸とぉ
よ,α4を 求めαl, α2, α3いて,定数

せよ(2)不定積分
∫ /0猛

驚二i曇 :太後期理系)(2

よ
`,■

_
ケiヾ t■

さ■F
τ,3■

タ
ネ1末4格

♭一［
十α一Ｈ

在人ι
‐
～

こんな問題が,天下の神戸大学で出題されまし

た ちゃんと誘導がありますね 本番ではこんな感

じです


